
ク ロ フ ト ・ナ シ ョナ ル ・ス クー ル 創 立 事 情

笠 井 勝 子

英 国 で は1870年 に小 学 教 育 法 が 制 定 さ れ た

と きに は,す で にNationalSocietyす な わ ち

英 国 国教 会 の運 営 す る小 学 校 と,TheBritish

andForeignSchoolSocietyの 運 営 す る非 宗

門 の小 学 校 が あ っ た 。 前 者 は国 教 会 の 宗 教 教

育 を柱 とす る もの で,ナ シ ョナ ル ・ス クー ル,

後 者 を ブ リテ ィ ッシ ュ ・ス クー ル とい っ た 。

ク ロ フ ト ・ナ シ ョナ ル ・ス クー ル は1846年

に教 区 の 主 任 牧 師 で あ る チ ャー ル ズ ・ラ トウ

イ ッジ ・ドジ ス ン 師 の尽 力 に よ っ て創 立 さ れ

た 。 ドジ ス ン師 は ル イス ・キ ャ ロ ル の 父 親 で,

この 学 校 創 立 に関 わ る事 情 も キ ャ ロ ル の 背 景

の 一 部 と して,調 べ た もの で あ る。 資料 は ダ

ー リン トン公 立 図 書 館 所 蔵 の 冊 子 で
,

∠4.S勿7'ノ1000%窺(ゾ 魏6π 鴬'趣 如∂1空乃〃z6窺

げ 孟加C名 ρガ 翫'♂o嬲1S6乃oo1,inTheYear

1845byTheRe航CharlesDodgson,Rector

ofCroft,Darlington.PrintedatTheoffice

ofCoatesandFarmer.MDCCCXLVI .に よ

る。

ドジスン師がクロフ トに任命 を受けるまで

の経緯:はアン ・クラーク ・アモーのルイス ・

キャロル伝に次のように説明されている。

リボン大聖堂の主教 ロングリーは予てか ら,

ドジスンの人物 と才能とダーズバ リ教区にお

ける献身的な働 きを認めていた。9人 の子供

を抱 えて貧 しい教会禄を助けるために,ド ジ

スン師は牧師館で生徒を教えて収入を補わね

ばならなかった。彼の昇進を心に掛けていた

ロングリーは,ク ロフ トの牧師が病没 して,

そ の 席 が 空 くや 即 座 に ロ バ ー ト ・ピ ー ル に そ

の 地 位 を ドジ ス ン に 与 え る よ う に 請 願 の 手 紙

を 出 し て い る 。 主 教 ロ ン グ リー の 他 に は,ウ

オ ー ン ク リ ッ フ 男 爵 ジ ェ イ ム ズ ・ア ー チ ボ ル

ド ・ス チ ュ ア ー ト=ウ オ ー ト リ=マ ッ ケ ン ジ ー,

リ ボ ン 伯 爵 フ レ デ リ ッ ク ・ジ ョ ン ・ロ ピ ン ス

ン,地 元 の 国 会 議 貝 ジ ョ ン ・ウ ィ ル ス ン ・バ

ッ タ ン,フ ラ ン シ ス ・エ ガ ト ン卿 と い っ た 人 々

が 首 相 ピ ー ル に 向 け て 一 斉 に ド ジ ス ン 推 薦 の

手 紙 を 出 し た 。 そ の こ と に 関 し て は,ア ン ・

ク ラ ー ク ・ア モ ー が 次 の よ う な 微 笑 ま し い 記

述 を し て い る 。"Anineteenth-centuryPrime

Ministerhadfarlesspoliticalbusinessthan

hismoderncounterpart,butasSirRobert

wadedthroughhispileofletternominating

MrDodgsonforthepost,replying⇔erson-

allytoeachinhissmall,neathandwriting ,

hispatienceunderstandablyworethin."

主 教 ロ ン グ リー に チ ャ ー ル ズ ・ ド ジ ス ン を

選 任 し た 旨 を 告 げ る ピ ー ル の 返 事 に は,そ の

選 択 が 誰 の 推 薦 に よ る所 為 で も な く,本 人 の

高 邁 な 人 物 と業 績 に よ る も の で あ る,と 強 調

し て い る 。"Ihavedetermined,purelyonthe

roundsofhisveryhighcharacterand

attainments,andprofessiohal.Services

withintheDioceseofRipon ,topreferthe

Rev'dCharlesDodgson 、tothenumberless

Competitorswithhimfor「theLivingof

CroftintheNorthRidingofYorkshire ."

"Exc
usemeforsayingthatIwishIhad

beenleftatlibertytomakemyselectionof

MrDodgson(whichIwasperfectlyprepar一 .
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edtodo)onthesinglegroundofhismerits

hadclaimswithouttheinterventionof

variousColleaguesofmineandMembers

ofParliamentwhohavebeenurgedto

addressmeinfavourofMrDodgson,neces-

sarilyinvolvingmeinaveryextensive

correspon4enceandnotinfluencingmy

decision."

手 紙 の 前 半 は 結 果 を 通 知 す る も の で あ る が,

「失 礼 な が ら い わ せ て 貰 え ば …
,」 で 始 ま る 後

半 部 分 は,明 か に 苛 立 ち を 見 せ て い る 。 しか

し,こ の 手 紙 を 受 け 取 っ た ロ ン グ リ ー の 方 は

気 の 毒 と 思 う ど こ ろ か,に や っ と笑 っ た も あ

で あ ろ う 。

チ ャ ー ル ズ ・ ド ジ ス ン 本 人 に 宛 た ピ ー ル の

手 紙 は も ち ろ ん 苛 立 ち な ど ど こ に も 見 え な い

温 か い も の で あ っ た 。"Thereisnopartof

mypublicDutywhichismoregratifyingto

me,tha耳theapPropriationofsuchChurch

Patronageasmaybeatmydisposal,tothe

RewardandEncouragementofactivepro-

fessionalExertionsbymenofunblemished

privateCharacterandgreatintellectual

attainment.Inconformitywiththisprinci-

ple,andexclusi∀elyuponthegroundof

yourprofessionalservicesandclaims,11

haveresolvedtoappointyoutotheLiving

ofCroftintheNorthRidingofYorkshire."

1843年 ド ジ ス ン 師 は チ ェ シ ャ ー 州 の 片 田 舎 ダ

ー ズ バ リ の オ ー ル ・セ イ ン ツ ・チ ャ ー チ か ら

ク ロ フ トへ 着 任 し た 。 こ の 時43歳 で あ る 。

当 時 クロ フ トの 町 の 人 口は700人 。しか し ク

ロ フ トの教 区 の 方 は 周 辺 の 町 ドー ル トン,ま

た ス テ イ プ ル トン の一 部,そ れ に ホ ル ナ ビー,

ジ ョル ビー,ウ オ ル マ イ ア ー とい っ た村 落 を

抱 えて い る。 テ イや ズ 川 に ま たが る ク ロ フ ト

は,ヨ ー クシ ャー 州 とダ ラム 州 の 境 に位 置 し,

境 に な る橋 はう「古 代 か らの 頑 強 な6本 の石 の
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柱」(橋 げた)に支えられた見事なもので,南

側の欄干にヨークシャー州,北 側の欄干には

ダラム州の紋章がついている。前者のノース

ライディング地域の首都 ノ「サラ トンからダ

ー リン トンに向か う当時の幹線道路がこの橋

を通ってティーズ川 を渡る手前に,聖 ペテロ

教会がある。 ドジスン師の新 しい任地は交通

の要衝に位置していた。

地 位 の昇 進 は経 済状 態 の 好 転 に も繋 が っ た 。

ク ロ フ トの 聖 職 禄 は,ド ジ ス ン 師 が 弟 のハ ッ

サ ー ド ・ ドジ ス ン に 宛 た 手 紙 に よ る と,合 わ

せ て1050ポ ン ド10シ リン グ で あ っ た 。 こ の 中

か ら教 会 に 関 わ る 費 用 と思 わ れ る もの が,年

間140ポ ン ド11シ リン グ10ペ ンス 。これ を差 し

引 け ば1年 に 約900ポ ン ドの 年 収 を 得 た こ と

に な る。11人 の子 供 達 の 将 来 を考 え た と き,

男 の子 の た め に は,自 分 の 死 後 困 ら な い よ う

に 保 険 を掛 け て お くよ り も,教 育 に 掛 け て 置

くほ うが よ い,と い う こ とを手 紙 に 書 い て い

る。 そ の 後 で,ク ロ フ トにつ い て,次 の よ う

な記 述 が あ る。

"ThecountryaboutCroftseemspretty
,

thoughnotstrikinglyso, 、atIeastIwasnot

particularlystruckbyitduringmyshort

sojournofhalfaday;butweknowthatit

isintheneighbourhoodofstrikingScenery,

beingonly10milesfromRichmond.Iob-

servedseveralLodginghou螽es,butthey

lookedsmall,andthereisalsoagoodsized

Hotel,Iwastoldthattheplaceisgoingfast

outqffashionaSawateringplace"(き わ

め て短 い訪 問 だ っ た の で,余 り よ くは わか ら

な いが,取 り立 て て とは い わ な い まで 』も,周

辺 の 景 色 は きれ い な と こ ろだ と思 う。 リ ッチ

モ ン ドか らは10マ イ ル程 の.とこ ろ だ し,か な

り大 き な ホ テ ル もあ る。 良水 の 地 と して は 急

速 に さび れ て い る と,聞 い た 。)

しか し,彼 は教 区 と して考 え た と き,定 住



しない保養や湯治のための客はよいことはな

い,と 判断 して,取 り残されてゆ く町の状態

を,特 に残念 とは考えていない。

ク ロ フ トの教 会 は牧 師館 か ら は木 々 に 遮 ら

れ て 見 え な いが,小 道 を挟 ん で 隣 接 して い る。

牧 師館 の 住 まい と教 会 が どん な に 離 れ て い よ

っ と,日 曜 日に は 家 中 で,使 用 人 も含 め 揃 っ

て 朝 と午 後 の礼 拝 に,全 員 で 出 席 して い た ド

ジ ス ン家 の 人 々 た と って,こ れ まで の ダ ー ズ

バ リの モー フ ァニ ー レイ ン に あ る牧 師館 が
,

教 会 か ら片 道1マ イ ル半 離 れ て い た こ と,そ

こへ は ど ん な 天候 の 中 で も 日曜 毎 に2往 復 し

て い た こ と を考 え る と,便 利 に な っ た。

聖 職 者 と して,毅 然 と した姿 勢 を もつ ドジ

ス ン 師 に は,ク ロ フ トの 教 会 の状 態 は改 善 す

べ き点 が 多 々 見 え た 。"Therewillbemuch

tobedoneinthewayofimprovement

thereisonlyoneSermon,&,asisgenera11y

theconsequence,theChurchattendance

almostentirelyconfinedtotheMorning

Service.Therearealsonomorethan35

ChildrenunderChurch,orindeedanyReli-

giousEducation,inapopulationof700and

upward.TheSacramentisadministered

only5timesayear..."「 説 教 等 は1日 一 回,

そ の 結 果 と して,教 会 へ の 出 席 は 朝 の礼 拝 に

限 ちれ て し ま う。さ らに,700人 を上 回 る住 民

の 中 で,教 会 に来 て い る子 供 た ちは ,言 い替

え れ ば何 らか の宗 教 教 育 を受 け て い る子 供 た

ち は,わ ず か35人 で あ る。 聖 餐 式 は年 に5回

お こ なわ れ るだ け 」 と書 い て い る。 ドジス ン

師 は 明 か に こ れ を憂 うべ き状 態 と受 け 止 め た。

ダー ス バ リで は,地 元 の運 河 生 活 者 が 教 会

に 通 っ て来 な い た め,彼 は領 主 に働 きか け,

舟 を1艘 手 に 入 れ る と改 修 し,「 水 上 教 会 」と

名 付 け て,日 曜 日の 午 後 は 自分 が 出 向 い て そ

こ で 礼 拝 を行 な っ て い た程 で あ る か ら,教 区

の 住 民 の教 会 生 活 に 対 す る彼 の 熱 心 は,新 任
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地 クロフ ト教区のために当然ながらじっとし

ては居 られなかった。

主教 ロングリーはじめ多くの知名人が ドジ

スン師のために首相 ピールに対 して働 きかけ

た という事実 も,こ うした彼の熱意と貢献が

広 く知 られていたためである。 ドジスン師は

その期待に応えて余 りある働 きをした。その

一つがここに取 り上げたクロフ ト・ナ ショナ

ル ・スクールの実現であった。

ナ シ ョナ ル ・ス クー ル は ナ シ ョナ ル ・ソ サ

エ テ ィ が 設 立 した学 校 で,1812年 に は52校 あ

っ た。 さ らに1861年 に は,こ の初 等 学 校 は 国

中 至 る所 に 見 られ る よ うに な っ て い た 。

ナ シ ョナ ル ・ソサ エ テ ィ と は,貧 しい 家 庭

の子 ど も達 の教 育 を行 な う 目的 で1811年 に 設

立 さ れ た。 正 式 の名 称 はTheNationalSoci-

etyforPromotingtheEducationofthe

PoorinthePrinciplesoftheChurchof

Englandと い い,そ の 名 が 示 す と う り英 国 国

教 会 の 方 針 に 基 づ い て教 育 をお こな う小 学 校

で あ る。

クロフ ト・ナショナル ・スクールの場合 そ

の設立にあたって,教 区主任牧師の ドジスン

師が土地を提供 し,建 物 の建設費の半分 を自

ら寄付 し,さ らに初年度の設備費の大半 と年

間維持費を保証するという形で発足した。赴

任 して翌年の秋には定礎式を執 り行 うという

あた り,ド ジスン師の教区にかける熱意,意

気込みの現われであったろう。1846年 に印刷

させた ドジスン師の小冊子,ク ロフ ト・ナシ

ョナル ・スクールの報告書で詳細を見てみよ

り。それは次のよりなことばで始 まっている。

「1844年初頭
,ク ロフ トの主任牧師チャール

ズ ・ドジスン師は 自分 のグ リー ブ ・ラン ド

(GleveLand)の 一部 をナショナル ・スクール

建 設地 として提供す るこ ととした」(Glebe

Landと は土地の形状が巾広の刀,glaiveに 似



て い る と こ ろ か らつ い た 名 称 と い わ れ る。

Gleveは このglaiveの 古 語,ま た 方 言 の 中 に残

って い る。)

この学校の目的は,

1)英 国国教会の教義 と原理 とに従って,教 区

の牧師の指導と監督の下に,児 童をキリス

ト教の知識で訓育すること。

2)児童には,そ の他の有用なこと,読 み書 き,

算数,及 び女子には裁縫 を教 える。

建 物 に つ い て は,校 舎 の 設 計 を ダ ラ ム の建

築 家,ボ ノ ミ氏 と コー リー 氏 が 行 な い,建 設

に 関 わ る 契約 は 次 の 人 々 と取 り交 わ した 。 ダ

ー リン トンの石 工 ロ ブ ス ン 氏
,大 工 の レイ フ

ィー ル ド氏,排 水 工 で ガ ラス職 人 の ジ ョ ンス

ン氏 。 定 礎 式 は,1844年10月21日 で リボ ンの

主教 猊 下 が最 初 の 石 を 置 い た 。 そ して翌 年 の

1845年10月7日 に 開 校 した 。

校 舎 と運動 場 に つ い て は,一 つ の建 物 の 中

に2つ の 学校 をお い た。 す な わ ち,男 子 校 と

女 子 校 で,各 々60名 の生 徒(Scholars)を 収 容

で き る。 教 室 の 広 さ は,男 子 用,女 子 用,共

に 長 さ21フ ィー ト,巾 が19フ ィー ト,高 さは

床 か ら立 ち上 が っ て屋 根 の付 け 根 の長 方 形 部

分 ま で で,11フ ィー ト,最 高 部 の 天 辺 で は,

17フ ィー ト6イ ン チ あ っ た 。

管理計画 としては,学 校の監督および男性,

女性の教員の任命 と解雇は主任牧師の権 限で

行な う。このことによって,牧 師は真 に良い

成果 となるよう監督を行ない,怠 慢或いは監

督の誤 りによって,教 会役貝会や基金の寄附

者 らか ら,主 教が行なう学校視察の際に苦情

を訴えられることのないように,あ らゆる注

意 を払わねばならない。

授業料については,週 単位で納付 し,額 は

次の通 りである。

1家 族 あた り1名 の生徒 の場合 ……週2ペ ンス

同2名 ……3ペ ンス

同3名 か そ れ以上 ……4ペ ンス

ナ ショナル ・スクールは貧 しい家庭の児童

を対象 としてお り,そ のために学校 は衣料部

を設けた。、少額を毎週積み立ててそれに補助

を加えて,年 度の終わ りに衣服 を求めること

ができるようにす る,と いうもの。積み立て

のメンバーはこの学校の生徒に限られ,毎 週

1ペ ニー以上の払い込み ということで,額 は

い くらでも受け付ける。それに払い込んだ回

数 と児童の出席,品 行の良さに応じて,無 償

で補嗔 を行 なう。年度の終わりには各々の会

員 は,ダ ー リン トンの店なら両親が選 んだと

ころでどこででも,積 み立てた金額 に見合っ

た衣服 を注文することができる。

男子用,女 子用の教室は独立 してお り,各々

別個 に運動場がある。運動場の広さは両方合

わせ て,1500平 方ヤー ド(約1.35平 方キロ)

あった。

学校の土地 と建物については,リ ボン主教

とリッチモン ド教会の大執事,お よびそれら

の継承者に永久に譲渡す る。但 し,こ の人々

は受託者であるが,学 校の管理運営には関わ

らない。

学校の開設時にかかった教室備品,用 具の

たあの費用は,建 築の場合 と同様に,こ れは

当初の見積 りをはるかに上回ったが,そ れも

多 くのひ との寄付金による協力で支払ができ

た。ナショナル ・シサエテイは初め50ポ ン ド

とさらにそれに25ポ ン ド上積みして合計75ポ

ン ドの補助 を出し,ま た,PrivyCouncilの 教

育委員会からは当初予算の70ポ ンドにさらに

30ポ ン ドの上乗せ をして合計100ポ ン ドの補

助 を出した。即ち,公 的な機関からの援助は
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合わせて175ポ ン ドあった。

それに対 して支出の方は,

£ S. d.

建設予定地からの牛舎の移動,
地取り,敷 地の囲い等 37 2 6.5

建設費(含 塗装,内 装) 329 18 6

教 科書,石 板,雑 費 25 15
齟2

設計士費用 19 15 0

法手続料 9 16 2

合 計 で422ポ ン ド7シ リ ン グ4.5ペ ン ス掛 か

っ て い る。公 的補 助 を 除 い た 残 りの247ポ ン ド

7シ リン グ4.5ペ ン ス の 費用 を ど う し た か,と

い えば,そ の うち232ポ ン ド7シ リン グ4 .5ペ

ン ス を個 人 の 寄 附 で賄 い,15ポ ン ドは1944年

の10月20日 に ク ロ フ ト教 会 に於 け る献 金 か ら

き た。。

個 人 の寄 附232ポ ン ド7シ リン グ4.5ペ ン ス

の 内121ポ ン ド17シ リン グ4.5ペ ン ス は主 任 牧

師 ドジ ス ン 師 自 らの 寄 附 。 さ らに,彼 の 親 族

か らは 弟 のハ ッサ ー ド ・ドジ ス ンや 妻 の側 で

は ラ トウ イ ッ ジ家 の2家 族 らが,合 わせ て52

ポ ン ド10シ リン グ を寄 附。 ドジス ン 師 とそ の

親 族 を合 わ せ る と,173ポ ン ド27シ リン グ の額

と な り,そ れ は公 的 補 助 の額 とほ ぼ 同 じで あ

る。

一 方
,建 物,備 品 に加 えて 維 持 管 理 費 の 方

は,初 年 度1845年 につ い て は,リ ボ ン の 主 教

を は じめ とす る28名 が 寄 附 の 名 簿 に載 っ て い

る。 こ こ で も主任 牧 師 ドジ ス ン師 は30ポ ン ド

を 出 して い る。 夫 人 の 方 は,5ポ ン ド。 ち な

み に リボ ンの 主 教 は2ポ ン ド2シ リン グ で,

28名 の合 計額 は75ポ ン ド2シ リン グ6ペ ン ス

で あ る。

男子校,女 子校合わせた年間支出は,そ れ

ぞせの教育を担当する責任者,男 性教師の年

聞給与が60ポ ン ド,女 子教師の年間給与が27

ポン ド。 どちらもヨークの教員養成機関の出
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身である。こうした人件費の他に,教 科書,

施設備品の修理費,そ の他通常並びに臨時に

掛かる費用が年間100ポ ン ド見込まれ る。この

費用について も,当 分の間は,主 任牧師が出

す,と いうことで ドジスン師の負担額にはさ

らにこの百 ポン ドが加わっている。

児童を持つ家庭の負担はまったくの零では

な く,先 に述べた額で,1家 族あたりの負担

額が子供の人数に合 わせて,大 きくならない

ように配慮されている。その収める額の合計

が,年 間で20ポ ン ドと見込まれる。

この他には,ウ ィ リアム ・チェイスター卿

の自由になるもので,毎 年クロフ ト教区の教

育の目的のための費用が,4ポ ン ド4シ リン

グ4ペ ンスあ り,卿 はこれをクロフ トナショ

ナル ・スクールの男子教師の手に預けた。

残 りの年間経費は寄附 と維持会費によって

まかなわれる。

さて,こ こで疑問の点は,ウ ィ リアム ・チ

ェイター卿が,男 子教員に教区の教育費を預

けたことである。 クロフ ト・ナショナル ・ス

クール創立 を着想 し,土 地を提供 し,建 物の

費用,維 持管理 にわたるまで,物 心両面にお

ける主たる役割 を果たした貢献者で,ま た監

督責任者の立場にある教区主任牧師 ドジスン

師ではな く,い わば被雇用者である教員に,

任せたのである。通常ならば,監 督責任者 を

通 して経費の運用が行われるところであろう。

実 は,チ ェイター卿 と ドジスン師の間には,

大 きな溝,対 立があったことが,キ ャロルの

日記からわかっている。

1856年 の ル イ ス ・キ ャ ロ ル の 日記 に は,次

の 記 述 が あ る 。

DinedwithMr.JohnChaytor ,thefirst

timeIeverdidsuchathing.ImetMr .and

theyoungerMrs.Johnson,andMr .Simp-

son.IenjoyedthepartybetterthanI



expected.

「ジ ョ ン ・チ ェ イ ター 氏 と食 事 を した。 こん

な こ と を し たの は初 め て だ 。 ジ ョン ス ン 氏 と

息 子 さ ん の 奥 さ ん,そ れ に シ ン プ ス ン氏 に 会

っ た。 思 っ た よ り も一 緒 に 時 間 を過 ご して 楽

し い 人 た ち だ っ た。」

「こん な こ と を した の は初 め て 」
,と 言 っ て

い るの も,父 親 同士 の 対 立 が あ っ た か ら で あ

る。 日記 の編 註 者 エ ドワー ド ・ウ エ イ ク リ ン

グ の 註 に よ れ ば,、ジ ョン ・チ ェ イ ター 氏 は ウ

ィ リア ム ・チ ェ イ ター 卿 の次 男 で あ り,キ ャ

ロ ル よ り26歳 年 長 の 法 廷 弁 護 士 だ っ た。 註 に

は さ ら に,次 の よ うな指 摘 が あ る。

SirWilliamdisagreedwiththebuilding,

design,managementandtrusteeshipofthe

newschoolatCroftestablishedbyArch-

deaconDodgsonsoonaftertakinguphis

positionasRector.

以上,本 文は先の会計報告で終わ り,付 録

として2つ の事項が述べてある。付録1は,

ナショナル ・ソサエティの傘下の学校 として,

英国国教会の方針に従 う宗教教育の徹底 を旨

とする規約6項 目。付録2は 指導 と責任が公

正厳正に行 われ ることを旨とす る7項 目であ

る。
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